
☑

☐

☐

☑ 環境
☑

☐

☐

☑

☑

＜パートナーシップ＞

☑

☐

☐

☑

☑

☐

☐

☐

☑

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由
等も記載してください。

環境
年齢を問わない人材募集、高齢者にも働きやす
い職場を目指す。
（未達成事由）→業務の縮小による。

令和2年12月 1名の実
績有、今後も環境整備を
推進する。 2020年1名
⇒2023年5名

2023年　≒　2名
社会

経済

環境 除菌・消臭剤による衛生的な生活環境作りの海外
への発信
（未達成事由）→導入に時間がかかるため、目標
は未達だったが、近年海外はニーズが上がってき
ている。

令和3年12月迄に海外
展開を図る。 2021年
1ヶ国⇒2023年５ヶ国

2023年　≒　2か国
（交渉中　≒10か国）

社会

経済

環境

・現状の感染症対策への貢献
（未達成事由）→感染症に対する危険認識の低
下、製品ニーズ低下

空間除菌の必要性によ
り、衛生管理面の環境改
善を図る。 2020年
150t製造⇒2023年
216t

2023年　≒　100ｔ
社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野
に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

除菌・消臭剤の製造により安全な生活環境の創造を目指す当社と販売代理店や環境調査機関を通した消費
者との信頼関係を築く。海外においては、医療分野でのニーズが高まりにより安全で健康な社会づくりを目
指す。

環境 ・持続可能な消費と生産
感染症対策のみでなく、室内環境をはじめ、畜産農家、農
業の分野での改善を目指していく。

年間生産量
2023年100ｔ/年製造→2026年
150ｔ製造/年

社会

経済

快適な室内環境づくりを担う。
（カビについての研究。室内環境学会への加入）

室内環境学会での研究発表
2023年1回→2026年１回

社会

経済

環境

・海外においては、医療分野での活用を広めていく。
次亜塩素酸水生成装置の導入国
2023年　2か国→
2026年目標　8か国

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 パークス株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

除菌・消臭剤による安全且つ快適な生活環境の創造を目指し、消費者等全てのステークホルダーに満足を提
供し、「地域から海外へ」　世界の安全・安心社会の実現、健康・長寿の達成を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新


